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■ＦＴＤＩの FT232RLを使ったＵＳＢシリアル変換基板です。ＵＳＢコネクタ付で使いやすく製品化しました。 

●特徴 
・Ｖｅｒ．２では RoHS 適合になり、ハンダジャンパーによる電圧設定ができ

るようになりました。また裏面にピンアサインを表示することで、より簡単に

扱えるようになりました。 
・従来のＶｅｒ．１とサイズ・ピン配置・穴位置などは同一です。 
・ＩＣ内に３．３Ｖレギュレータが内蔵されています。 
・１２ＭＨｚ発振器・ＥＥＰＲＯＭが内蔵されています。 
・ロイヤリティフリーのWindows,Linux,MAC,etc.のデバイスドライバ 
・ケースに固定しやすいネジ穴付 
 
●内容品（パッキングリスト） 
・実装済み基板 
・ＲｏＨＳ指令適合 ＵＳＢ－Ｂコネクタ 
・配線用２０ピン端子 ※3.3V/5V 切り替えのジャンパーは付属しておりません。 

 

■ピン配置（全２０ピン） 
端子説明 方向 ピン名称 コネクタ ピン名称 方向 端子説明 

(発振出力) オプション ← OSCO CBUS4 ⇔ GPIO4 
(発振入力) オプション → OSCI CBUS3 ⇔ GPIO3 

リセット → RESET CBUS2 ⇔ GPIO2 
3.3V電源出力 ← 3.3V OUT CBUS1 ⇔ GPIO1 

I/O電源(2.5V～1.8V用) 
→ VCCIO CBUS0 ⇔ GPIO0 

USB 5V電源 ← VBUS GND ⇔ グランド 
被呼表示 → RI DTR → データ端末レディ 
送信可能 → CTS TXD → 送信データ 
送信要求 ← RTS RXD ← 受信データ 

データセットレディ → DSR DCD ← キャリア検出 
※コネクタの下半分はＤサブ９ピンと同じピン配置になっています。 
※入力・出力レベルはＣＭＯＳ／ＴＴＬレベルです。ＲＳ２３２Ｃレベルではありませんのでご注意ください。 
※OSCO,OSCI端子はオプションです。通常配線する必要はありません。後述していますが VCCIOは 3.3V系ロジック,5V系ロ

ジックで使用される方は配線する必要はありません。 
■モジュール概観（製作例） 

 

 

■参考配線図 

 
■ＶＣＣＩＯの設定 

 ＦＴ２３２ＲＬには内部Ｉ／Ｏ電圧とコア電圧を別々にすることができるようになっています。コア電圧は３．３Ｖ固定です

が、Ｉ／Ｏ電圧は接続する相手のデバイスに合わせて１．８Ｖ～５Ｖの範囲で自由に決めることができます。 
ＦＴ２３２ＲＬには３．３Ｖのレギュレータを内蔵していますのでコア電圧３．３Ｖは別に供給する必要はありません。 

（次ページにつづく） 



◎Ｖｅｒ．２では横にあるパッドをハンダでショートするだけでよくなり、作業が面倒なジャンパー線を差し込む必要がなくなり

ました。Ｖｅｒ．１との互換のためジャンパー線の穴も用意しておりますので、従来のようにリード線で配線する方法でもお使い

いただけます。 
◆入出力５Ｖの場合 
 ボード上のパッドを写真のように５Ｖ部分でショートします。Ｉ／Ｏ電

圧にＵＳＢバスパワーの５Ｖが供給されます。例えばＰＩＣマイコンやＨ

８マイコンなどに最適です。コネクタのＶＣＣＩＯはオープン（未接続）

とします。 

 

  
 
◆入出力３．３Ｖの場合 
 ボード上のパッドを写真のように３．３Ｖ部分でショートします。ＦＴ

２３２ＲＬ内蔵の３．３Ｖのレギュレータ出力をＩ／Ｏ電圧に供給しま

す。３．３ＶのＣＰＵ、例えばＡＲＭ７やＳＨ３，ＳＨ４などに最適です。

コネクタのＶＣＣＩＯはオープンと（未接続）します。 

 

 

 
◆入出力２．５Ｖや１．８Ｖ等の場合 
 ボード上のジャンパー設定で対応できませんので、ボード上のパッド及

びジャンパーはオープン（未接続）とし、コネクタのＶＣＣＩＯに外部か

らＩＯ電圧（２．５Ｖや１．８Ｖなどを）供給します。ＦＰＧＡやＡＳＩ

Ｃなどを接続する場合に有効な方法です。 
注意：ＦＴ２３２のＶＣＣＩＯラインがフローティング状態になっている

ときに電源を入れないでください。 

 

■とりあえず使う 

 パソコンに接続する前に前述のハンダショート（ジャンパー設定）を行ってください。パソコンに接続すると自動的に認識さ

れます。後は FTDI(http://www.ftdichip.com/) で公開されているデバイスドライバを組み込んでください。後は普通のＣＯＭポ

ートとして使用できます。ＣＯＭポートの何番に割り当てられたかは、Windowsのコントロールパネルあるいは管理ツール内に

あるデバイスマネージャで確認してください。 
■ドライバについて 

 Windows,Linuxなどの各ＯＳのドライバはＦＴＤＩ社のサイトからダウンロード可能です。 
 以前のドライバはＶＣＰドライバとＤ２ＸＸドライバの２種類がありましたが、現在ＶＣＰとＤ２ＸＸのドライバは統合され

１つのデバイスドライバとなっています。ＶＣＰが通常のＣＯＭポート（ＣＯＭ４とかＣＯＭ５など）として認識する汎用のド

ライバです。Ｄ２ＸＸドライバはＣＯＭポートとして認識せず、独自のＡＰＩを使って直接ＦＴ２３２を操作することができる

ドライバです。より細かくポートの制御を行いたい、内蔵のＥＥＰＲＯＭの値を書き換えたい、ＵＳＢシリアルではなくＵＳＢ

－ＩＯのように汎用ＩＯとして使いたい場合はＤ２ＸＸのＡＰＩを操作するプログラムを作成してください。詳しくは英文の

Programming Manualをご覧ください。 
 ドライバの削除はコントロールパネルの「プログラムの追加と削除」で行えます。 

■使用上の注意 

 シリアル出力はＲＳ２３２Ｃレベルではありません。ＲＳ２３２ＣレベルにするにはＭＡＸ２３２，ＡＤＭ３２０２，ＭＡＸ３２４３などのレベルコンバータＩＣが

必要です。 

 本キットはエンジニアの方を対象にした製品です。本製品をお使いになるにはある程度の電気的知識を必要とします。 

 本キットを使用したことによる、損害・損失については一切補償できません。 

 製造上の不良がございましたら、良品とお取替えいたします。それ以外の責についてはご容赦ください。 

 本モジュールで使用している部品・基板・ハンダは RoHS 指令適合品です。コネクタ・端子をハンダ付けする際に有鉛のハンダ・工具でハンダ付けし

ますと鉛を含んでしまいますので、RoHS 適合ではなくなってしまいます。RoHS 適合を遵守される場合は必ず鉛フリー対応のハンダ・工具を使用してく

ださい。 
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